
「学校の外では、知らない人に話しかけられても無
む
視
し
しま

しょう。不
ふ
審
しん
者
しゃ
は、どこにいるか分かりませんからね。」

先生からは、そう言われている。
最
さい
近
きん
、不

ふ
審
しん
者
しゃ
のことがよく報

ほう
道
どう
されている。このあたりに

も時々あらわれるらしいから、気をつけないといけないな、
と思う。
下校の途

と
中
ちゅう
で、家の近くまで来ると、スーツすがたの男の

人がいた。
「マユミちゃんじゃないか。こんにちは。お母さんの職

しょく
場
ば
の

上
じょう
司
し
の山

やま
田
だ
です。大きくなったね。むかし、小さかったこ

ろに、おんぶしてあげたこと、覚
おぼ
えているかな。」

「えっと──。」
なんとなく、見覚

おぼ
えがあるような気がした。こんにちは、

と言いかけたところで、マユミは先生の言
こと
葉
ば
を思い出した。

目の前の男
だん
性
せい
は、どちらかというと知らない人だ。お母さ

んの職
しょく
場
ば
の人と言っているが、うそかもしれない。

でも──。無
む
視
し
すれば、お母さんの上

じょう
司
し
だというのに、失

しつ

礼
れい
じゃないだろうか。「おたくのむすめに無

む
視
し
をされた」だ

なんて、お母さんがひどいあつかいを受
う
けてしまうかもしれ

マユミは、あいさつするべきでしょうか。無
む

視
し

するべきで
しょうか。あなたの考えと理

り

由
ゆう

を書きましょう。

話し合って考えたことを書きましょう。

年　　　組　（　　　　　　　　　　　　）

ない。それはそれで、お
母さんがかわいそうだ。
マユミは、あいさつしたほうがよいのか、無

む
視
し
して家に帰

るか、どうすればよいのか考えた。

あいさつ24 礼儀　×　規則の尊重




